
Prometech Simulation Conference 2015 講演概要

  招待講演

  第3世代のAI 《ディープラーニング》 ～ 人工知能は私たちの社会・ビジネスをどう変えるのか ～

  東京大学大学院 工学系研究科 技術経営戦略学専攻 准教授  松尾 豊 先生

  ＜講演概要＞

  本講演では、人工知能の最新動向、特にディープラーニングを取り巻く状況について述べます。人工知能の歴史を紐解きながら、

  ディープラーニングのもつ意義を解説し、今後の研究の進展について概観します。また、こういった人工知能の変化が、今後、

  どのように社会や産業を変えるのか、人工知能の未来について解説します。

  ＜プロフィール＞

  東京大学大学院工学系研究科 技術経営戦略学専攻 准教授。専門は人工知能、ウェブ工学。

  1997年東京大学工学部卒業、2002年 同大学院 博士課程修了。博士（工学）。

  産業技術総合研究所、スタンフォード大学を経て、2007年より現職。人工知能学会 編集委員長を経て2014年より倫理委員長。

  シンガポール国立大学客員准教授。著書に「人工知能は人間を超えるか -ディープラーニングの先にあるもの」など。

  特別講演

  僕はミドリムシで世界を救うことに決めました。

  株式会社ユーグレナ 代表取締役社長  出雲 充 様

  ＜講演概要＞

  21世紀を迎え、近い将来必ず直面するといわれている食料問題や環境問題。株式会社ユーグレナは微細藻類ミドリムシ

  （学名：ユーグレナ）の屋外大量培養に2005年、世界で初めて成功し、ミドリムシを広める技術を確立しました。

  ミドリムシは59種類もの豊富な栄養素を含んでおり、機能性食品やサプリメントへ活用しています。またミドリムシが含有する油脂が

  バイオ燃料に適していることから、バイオジェット燃料やバイオディーゼル燃料への研究開発も行っています。

  ミドリムシを用いて世界の食料問題、そして環境問題の解決への貢献を目指す当社の取り組みについてご紹介します。

  ＜プロフィール＞

  東京大学農学部卒、2002年東京三菱銀行入行。2005年8月株式会社ユーグレナを創業、代表取締役社長就任。

  同年12月に、世界でも初となる微細藻ユーグレナ（和名：ミドリムシ）の食用屋外大量培養に成功。

  世界経済フォーラム（ダボス会議）Young Global Leader選出(2012年)、第一回日本ベンチャー大賞「内閣総理大臣賞」(2015年)

  受賞。 著書に『僕はミドリムシで世界を救うことに決めました。』（ダイヤモンド社）がある。

  基調講演

  粒子法シミュレーションの最前線2015

  東京大学大学院 工学系研究科 システム創成学専攻 教授  越塚 誠一 先生

  ＜講演概要＞

  MPS(Moving Particle Simulation)法に関して、アルゴリズム、表面張力モデル、混相流モデル、および高速化手法に関するこれま

  での研究をまとめて紹介します。さらに、関連学会（日本機械学会計算力学講演会および計算工学講演会）で発表された粒子法

  に関する最新の研究動向について紹介します。

  ＜プロフィール＞

  1984年　東京大学工学部原子力工学科卒業

  1986年　同上　　修士課程修了

　     　　　 東京大学助手

  1991年　博士（工学）

　     　　　 講師

  1993年  助教授

  2004年  教授（～現在）

  2005年  プロメテック・ソフトウェア株式会社　取締役（～現在）

  粒子法 産業応用セッション 製品紹介

  Particleworks Updates & Highlights, 新製品『DEM Lab』 のご紹介

  プロメテック・ソフトウェア株式会社 製品開発部

  ＜講演概要＞   準備中
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  粒子法 産業応用セッション 事例講演 1

  Particleworks使ってるよ。生産現場のあんなとこやこんなとこ。

  株式会社資生堂 生産技術開発センター 参事  横川 佳浩 様

  ＜講演概要＞

  生産現場には様々な課題があります。不具合が生じた際に、その原因として、原料ロット、撹拌混合、温度調節、保管状況など

  様々な段階での不具合が考えられます。しかし、すべての原因が明確になるわけではなく、中には永遠のテーマとされている

  ものも存在します。これらの課題を、現場担当者の勘をもとに熱流体解析を用い、見えない現象を可視化することで、生産プロセス

  の改善を試みてきました。今日は、そのいくつかの事例について紹介します。

  粒子法 産業応用セッション 事例講演 2

  化学プロセスにおける粒子法適用事例（Particleworks SDKによる詳細モデルの組込）

  三菱化学株式会社 黒崎事業所 開発研究所 生産技術グループ 主任研究員  菊地 康晴 様

  ＜講演概要＞

  化学プロセスにおいての流動問題において、粒子法は格子法流動解析よりも自由界面の解像度が高く、蒸発問題などに対して

  非常に有用です。しかしながらデフォルトでスカラーが使用できず、利用範囲は限定的でした。SDKによりスカラーが取り扱うことが

  出来、反応・拡散・蒸発の問題への適用が可能になりました。今回はモデル化とその検証について報告します。

  粒子法 産業応用セッション 事例講演 3

  DEMシミュレーションにおける粉粒体の混合度を評価する方法の検討

  月島機械株式会社 産業事業本部 プラント計画部 産業機械グループ  中田 洋一 様

  ＜講演概要＞

  粉粒体装置には、異種・異径の粒子を混合するプロセスがあります。混合プロセスの改良には、装置の構造や粉粒体の処理条件

  などを最適化する必要がありますが、これらは試行錯誤的に行っており、効率的な最適化が強く求められています。

  最適化の基礎研究として、本報告ではDEM（離散要素法）シミュレーションによる回転円筒容器内粒子の混合度について、

  シャノン・エントロピーを用いて議論します。

  粒子法 産業応用セッション 事例講演 4

  Particleworks（MPS法）を用いた流体撹拌における抵抗値の予測と評価

  株式会社丸山製作所  油橋 信宏 様

  ＜講演概要＞

  MPS法は広く工学用途において有用であることが示されており、特にMPS法は自由表面と多相流解析のために使用されています。

  本事例では、カムシャフトを回転させたときの流体の撹拌抵抗をMPS法により計算し、オイルの攪拌の様子とトルク値について

  実験結果と比較しました。その結果、オイルの挙動とトルク値の計算結果は、各回転数において実験結果とよく一致しました。

  さらに、計算結果の 信頼性についてはGCI（格子収束指数）法により推定しました。

  粒子法 産業応用セッション 事例講演 5

  自動車エンジン用ブリーザシステムのオイル分離挙動予測へのParticleworks適用事例

  株式会社本田技術研究所 四輪R&Dセンター ARD 第１ブロック  芳賀 誠 様

  ＜講演概要＞

  自動車用レシプロエンジンには、エンジン内部に滞留したブローバイガスの換気を行うブリーザシステムが搭載されています。

  ブローバイガスには多量のオイルミストが含まれており、換気の際にチャンバ内部でガスからオイルミストを分離する必要が

  あります。

  今回、この分離チャンバ内の気液分離挙動を粒子法によって予測し、チャンバ構造の設計に反映した事例を紹介します。
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  粒子法 アカデミックセッション 粒子法研究 1

  血栓症のバイオメカニクスモデリングとシミュレーション

  千葉大学大学院 工学研究科 人工システム科学専攻 機械系コース 教授  坪田 健一 先生

  ＜講演概要＞

  重要臓器の梗塞を引き起こす病的血栓の形成は、心臓および血管内の血流と密接に関係します。本研究では、バイオメカニクスに

  基づく血栓形成モデルとその粒子法シミュレーション法を構築しました。本法を単心室患者の血栓症に応用した結果、

  心房肺動脈吻合(APC)よりも上下大静脈肺動脈吻合(TCPC)の方が、血流の停滞による静脈血栓が生じにくいことが示されました。

  粒子法 アカデミックセッション 粒子法研究 2

  MPS法による原子炉過酷事故時の溶融物挙動解析

  早稲田大学 理工学術院 先進理工学研究科 共同原子力専攻 専任講師  山路 哲史 先生

  ＜講演概要＞

  原子炉過酷事故時に炉心は崩壊熱により溶融・崩落し、圧力容器（RPV）下部ヘッドを破損させた場合には、格納容器床面へ流出

  します。従来の過酷事故解析コードでは溶融物挙動を正確に予測できません。MPS法は伝熱・相変化を伴う複雑な流動の解析に

  適しており、溶融物挙動の正確な予測により、 原子炉過酷事故の進展メカニズムの解明に大きな進歩をもたらしています。

  これらの最新の研究について紹介します。

  粒子法 アカデミックセッション 粒子法研究 3

  船舶海洋工学分野における粒子法の応用について

  神戸大学大学院 海事科学研究科 海事マネジメント科学講座 准教授  橋本 博公 先生

  ＜講演概要＞

  粒子法は自由表面を伴う強非線形流れの解析に適しており、船舶海洋工学分野では船舶や海洋構造物の安全性評価に適用され

  る事例が多いです。特に、船舶への海水打ち込みや損傷事故発生時の浸水、津波による船舶の漂流、海洋構造物への異常波来襲

  など、従来の手法では解析が困難であった現象への応用が進んでいます。本講演ではこれらの事例を紹介しながら、船舶海洋

  工学分野における粒子法の利点や注意点、今後の展望について述べます。

  粒子法 アカデミックセッション 粒子法研究 4

  巨大津波被害予測に向けたマルチスケール・フィジックス粒子法解析

  九州大学大学院 工学研究院 社会基盤部門 構造解析学研究室 准教授  浅井 光輝 先生

  ＜講演概要＞

  2011年3月東北地方太平洋沖地震による津波により、橋梁の流失被害、 堤防の崩壊など公共構造物の被害が多数報告され

  ました。たとえば橋梁流失により幹線道路が寸断され、救済活動のための迅速な人や物資の輸送、および社会インフラ構造物

  の復旧が遅延しました。今後危惧されている巨大地震・津波災害時には、まずは現有する都市での被害予測をできるだけ精緻

  に行い、今後の具体的な対策を検討する必要があります。そこで粒子法によるマルチスケール・フィジックス解析により、

  構造物の崩壊までを予測する試みの現状を講演します。

  粒子法 アカデミックセッション 粒子法研究 5

  Particleworksを用いたレーザ溶接のモデリング

  東京大学大学院 工学系研究科 機械工学専攻 講師  長藤 圭介 先生

  ＜講演概要＞

  キーホール型レーザ溶接は、高速で深い溶接が可能であることから、地上輸送機器の構造体を中心にますます用いられています。

  しかし、溶接中の溶融部の流れや相変化、レーザ吸収状態などの物理現象は非常に複雑であり、品質予測のための解析モデルを

  構築するのは困難です。本講演では、鉄とアルミに関するParticleworksを用いた粒子法解析と、その有用性を検証するための

  実験結果を紹介します。

  粒子法 アカデミックセッション 粒子法研究 6

  粒子法の要素技術

  東京大学大学院 工学系研究科 システム創成学専攻 講師  柴田 和也 先生

  ＜講演概要＞

  粒子法の要素技術について紹介します。具体的には、(1)なめらかな曲面境界上への粒子の配置手法、(2)空間解像度を局所的に

  向上させる手法、(3)楕円形の粒子モデルによる粒子数と計算時間の削減手法、(4)粒子が流脈線上に不自然に並ぶ問題の

  簡便な解決手法などについて、手法の詳細と有効性を示します。
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GPU Computing Workshop for Advanced Manufacturing 講演概要

  GPUテクニカルセッション 講演 1

  CUDA Fortranの利便性を高めるFortran言語の機能

  長岡技術科学大学 特任准教授  出川 智啓 先生

  ＜講演概要＞

  GPUの普及に伴い、これまで蓄積してきたFORTRANコードをGPUへ移植したいという要望が高まっています。FORTRANコードをGPUへ

  移植するにはいわゆるCUDA Fortranを利用することになりますが、CUDA FortranではFortran 90/95 /2003等の機能を利用する

  ことができます。

  本講演ではCUDA Fortranで利用できるFortran 90/95/2003の機能を紹介すると同時に、オブジェクト指向プログラミングを導入して

  CPUコードのGPU移植を簡略化した例をご紹介します。

  GPUテクニカルセッション 講演 2

  CUDA C/CUDA Fortranの併用とそのベンチマーク事例

  岐阜大学 工学部 機械工学科 准教授  永井 学志 先生

  ＜講演概要＞

  本講演では、1) Fortran77/90/95ユーザ視点からみた、CUDA C とCUDA Fortranの混合プログラミング法、および

  2) イメージベーストFEMを具体例とした CUDA Fortranベンチマーク実験結果についてお話しさせて頂きます。

  結論は予想通り、CUDA FortranカーネルよりもCUDA Cカーネルのほうが最終チューンを掛け易く、2，3割ほど速くすることが

  できます。ただ、もしその2，3割が気になる場合、Fortran 77/90/95に慣れ親しんだ科学技術計算マジョリティにとって、

  Fortran77にクラシカルなCを結合して混合プログラミングすればよいだけということをお伝えします。

  GPUテクニカルセッション 講演 3

  OpenACCを用いたプログラムの並列化と最適化

  東京大学 情報基盤センター 助教  大島 聡史 先生

  ＜講演概要＞

  OpenACCは「OpenMPのような手軽さでGPUプログラムが作成できる」と期待されている並列化プログラミング環境です。

  本講演ではOpenACCを用いた並列化プログラミングについて説明し、最適化の方法について紹介します。

  また、実際にOpenMPアプリケーションのOpenACC化を行った結果を用いて、本当に簡単に使えるのかや、実際に使用してみて

  気がついた点などについても紹介します。

  GPUテクニカルセッション 講演 4

  GPUを用いたN体シミュレーション向けの実践的テクニック

  筑波大学 計算科学研究センター 研究員  三木 洋平 様

  ＜講演概要＞

  CUDA Cを用いてのコード開発やGPUクラスタ上で数値計算を行う際には、少しの工夫によって実装・運用が簡単になる場合があります。

  そこで本講演では、宇宙物理学の研究で広く用いられているN体シミュレーションを題材に、CUDA Cを用いてN体計算コードを実装した

  際の実装方針やテクニック、GPUクラスタ上で大規模なパラメータ探査を遂行した際に施した工夫点などについて紹介します。

  GPUテクニカルセッション 講演 5

  ディープラーニングの映像認識への応用

  東京大学大学院 情報理工学系研究科 創造情報学専攻  西田 典起 様

  ＜講演概要＞

  近年の画像認識技術におけるディープ・ラーニングによる進歩は目を見張るものがあり、一部のコンペティション等では既に人間の

  識別性能を上回っています。そして、ディープ・ラーニングの新たな応用先の一つとして、映像認識は最近では特に注目を集めて

  います。本講演では、ディープ・ラーニングを映像認識へ応用したいくつかの研究例を紹介し、現在研究室で行なっている

  ジェスチャー認識の研究事例について紹介します。

  GPUテクニカルセッション 講演 6

  GeSdA – GPUによるディープラーニングの実装と応用 –

  東京大学 工学系研究科 技術経営戦略学専攻 特任講師  中山 浩太郎 先生

  ＜講演概要＞

  GPU（CUDA）上で高速に動作するSdAの実装として、「GeSdA（GPU enpowered Stacked denoising Autoencoder）」を

  紹介し、その詳細を解説します。また、GeSdAの拡張性を検証するために開発したアプリケーションの例としてジェスチャー認識システム

  「DeepMotion」を紹介します。DeepMotionの評価実験では、GeSdAのグリッドサーチ機能を利用して各種パラメータで学習したところ、

  従来のMLPに比べて、エラー率が大幅に減少するパラメータの組み合わせを発見できることを確認しました。
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  NVIDIA講演

  エヌビディアGPUが加速するディープラーニング ～ 画像認識から自動運転まで ～

  エヌビディア　プラットフォームビジネス本部 CUDAエンジニア　村上 真奈 様

  ＜講演概要＞

  ディープラーニングは近年、画像認識の分野で、その高い認識精度から大変注目を集めている技術です。音声認識や自動運転など

  画像認識の分野以外への応用が進んでおり大変期待されています。GPUコンピューティングはディープラーニングにおいて不可欠な

  技術です。

  このセッションでは、ディープラーニングの最新事情および、エヌビディアのディープラーニングへの取り組みについて、GPUが不可欠である

  技術的背景と共にご紹介します。エヌビディアのディープラーニング関連ソフトウェアの最新情報もご紹介する予定です。

  CUDAチュートリアルセッション 1

  CUDA7.5アップデート & プログラミング入門 （初中級者向け）

  エヌビディア プラットフォームビジネスオペレーション本部 シニアCUDAエンジニア　森野 慎也 様

  菱洋エレクトロ株式会社 CUDAエンジニア　石井 琢人 様

  ＜概要＞

  GPUのハードウェアの進歩に伴い、GPUの汎用計算プラットフォームであるCUDAも大きな進化をとげています。

  このチュートリアルでは、最新バージョンとなるCUDA7.5に関する技術アップデートを皆様にお届けします。また、これからCUDAの

  プログラミングを始める皆様にむけて、CUDA C/C++を用いたアプリケーションの開発方法を概観します。

  GPUコンピューティングに興味があり始めてみたいという方のご参加をお待ちしています。

  CUDAチュートリアルセッション 2

  エヌビディアが提供するCUDAライブラリ （初中級者向け）

  エヌビディア　プラットフォームビジネス本部 CUDAエンジニア　村上 真奈 様

  ＜概要＞

  エヌビディアでは、線形代数計算、フーリエ変換、線形ソルバー、ディープラーニングなど目的に合わせた様々なCUDAライブラリを無償で

  提供しています。ライブラリをプログラムに組み込む事で、自身でCUDAのコードを書くことなく、簡単にGPUの高い計算性能を活用する

  事が出来ます。このチュートリアルでは、CUDAライブラリの中からいくつか代表的なものを選び、その機能と性能について解説します。

  CUDAライブラリの機能を理解する事でより効率よくアプリケーションを開発する事が可能です。

  CUDAにご興味がある方も、既にCUDAでプログラミングをされている方もご参加お待ちしています。

  CUDAチュートリアルセッション 3

  CUDAデバッグ ＆ プロファイルガイド （中上級者向け）

  エヌビディア プラットフォームビジネスオペレーション本部 シニアCUDAエンジニア　森野 慎也 様

  ＜概要＞

  CUDAの開発ツールであるCUDA Toolkitでは、Visual ProfilerやNsightをはじめとする開発ツールが含まれています。

  本チュートリアルでは、デバッグ・プロファイルにおける、ツールの操作方法について、実演を含め説明します。

  あわせて、効率のよいデバッグの手法、プロファイル時に見るべきポイントなどを、実例を挙げつつ解説します。

  OSは、Windows、Linuxの両者に対応します。
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